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□ 知識の構造図 県の広がり 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ    調べる 

宮
城
県
は
、
東
北
地
方
の
中
心
に
位
置
し
、
東
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
西
は
奥

羽
山
脈
に
面
し
て
い
る
。 

① 

宮
城
県
で
は
、
各
地
域
の
自
然
条
件
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
あ
る
。
ま
た
、

伝
統
的
な
産
業
も
多
い
。 

⑦ 

宮城県には，特色ある地形とそれらを生かしたさまざまな産

業がある。また，主な都市は平地を中心に分布し，それらを結

ぶように交通が広がっている。 

⑧ 

・
宮
城
県 

・
東
北
地
方 

・
太
平
洋 

宮
城
県
の
北
東
部
に
は
リ
ア
ス
海
岸
が
あ
り
、
仙
台
湾
に
面
し
て
い
る
地
域
に
は
平

地
が
広
が
る
。
ま
た
、
西
部
に
は
山
地
が
つ
ら
な
る
。 

③ 

・
地
形 

・
平
野 

 

・
山 

 

・
島 

 

・
半
島 

・
川 

宮
城
県
の
東
側
の
低
い
土
地
に
は
、
市
街
地
や
田
が
広
が
っ
て
い
て
、
西
側
の
山
地

に
は
森
林
が
多
く
広
が
っ
て
い
る
。 

④ 

・
土
地
利
用 

・
市
街
地 

・
田 

 

・
畑 

・
か
じ
ゅ
園 

・
牧
場 

・
森
林 

・
交
通 

・
道
路 

・
鉄
道 

・
空
港 

 

・
港 

・
産
業 

・
農
業 

・
水
産
業 

・
工
業 

・
商
業 

宮
城
県
の
県
庁
所
在
地
は
仙
台
市
で
あ
る
。
ま
た
、
松
島
町
や
石
巻
市
な
ど
多
く
の

市
町
村
が
あ
る
。 

⑤ 

・
県
庁
所
在
地 

・
市 

・
町 

・
村 

宮
城
県
に
は
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
、
空
港
や
港
が
多
く
あ
り
、
交
通
が
発
達
し
て

い
る
。 

⑥ 



□ 知識の構造図 水はどこから 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ        調べる                      いかす 

飲料水を供給するための事業は，安全で安定的に供給する仕組みが

つくられ，計画的に改善が進められており，地域の人々の健康な生

活の維持と向上に役立っている。 

⑩ 

浄
水
場
に
は
、
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
そ
こ
で
働
く
人
々
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て
飲
め
る
飲
料
水
を
供
給
し
て
い

る
。 

③
④ 

・
じ
ょ
う
水
場 

浄
水
場
で
は
、
安
全
で
き
れ
い
な
水
を
つ
く
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
水
道
事
業
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
計
画
的
に
改
善
が
進
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
⑥ 

・
水
質
け
ん
さ 

・
水
道
法 

・
水
道
の
れ
き
し 

川
の
上
流
に
あ
る
ダ
ム
は
水
を
蓄
え
る
と
と
も
に
、
川
の
水
量
に
応
じ
て
計
画
的
に

放
水
し
た
り
、
発
電
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 

・
ダ
ム 

・
水
力
発
電 

学
校
や
家
庭
で
使
わ
れ
た
水
は
、
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
に
さ
れ
て
川
に
流
さ
れ

る
。
水
は
循
環
し
て
お
り
、
再
利
用
す
る
な
ど
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

⑨ 

・
水
の
じ
ゅ
ん
か
ん 

・
下
水
し
ょ
り
場 

・
水
の
再
利
用 

森
は
ダ
ム
の
よ
う
に
雨
水
を
蓄
え
、
豊
か
で
美
し
い
水
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
市

の
水
道
局
や
川
の
上
流
の
村
役
場
な
ど
は
協
力
し
な
が
ら
水
源
の
森
を
守
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 

・
水
げ
ん
の
森 

・
「
緑
の
ダ
ム
」 

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー 

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
り
、
使
い
続
け
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑪ 

・
Ｅ
Ｓ
Ｄ 

・
節
水 

・
エ
コ
ツ
ア
ー 

水
は
、
生
活
や
産
業
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
使
わ
れ
る
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
市
の

人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
給
水
量
も
増
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

・
し
げ
ん 

・
市
の
給
水
量
の
変
化 

・
市
の
人
口
の
変
化 

水
は
森
や
ダ
ム
か
ら
川
に
流
れ
、
浄
水
場
か
ら
水
道
管
を
通
っ
て
学
校
や
家
庭
へ
送

ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

・
水
の
通
り
道 

・
水
道
管 

・
水
道
メ
ー
タ
ー 



□ 知識の構造図 ごみのしょりと利用 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ      調べる                       いかす 

ごみを処理するためのさまざまな取り組みは，衛生的な処理や資源

の有効利用ができるように進められ，地域の人々の生活環境の維持

と向上に役立っている。 

⑪ 

清
掃
工
場
に
は
ご
み
処
理
の
仕
組
み
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
機
械
や
設
備
を
使
っ

て
、
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
。 

③
④ 

・
せ
い
そ
う
工
場 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー 

ご
み
を
燃
や
し
た
と
き
に
出
る
灰
や
処
理
熱
は
、
適
切
に
処
理
さ
れ
た
り
、
有
効
に

利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。 

⑤
⑥ 

・
し
ょ
ぶ
ん
場 

・
エ
コ
ス
ラ
グ 

・
熱
の
利
用 

資
源
物
や
粗
大
ご
み
は
再
利
用
さ
れ
、
資
源
の
節
約
に
役
立
っ
て
い
る
。 

⑦
⑧ 

・
リ
サ
イ
ク
ル 

・
そ
大
ご
み 

家
庭
・
学
校
・
商
店
・
地
域
の
人
々
は
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に

取
り
組
み
、
協
力
し
て
住
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。 

⑩ 

・
も
っ
た
い
な
い 

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
市
は
県
内
外
の
人
々
の
協
力
と
と
も
に
計
画
的

に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

⑨ 

・
３
Ｒ 

・
ご
み
し
ょ
り
が
か
か

え
る
問
題 

ご
み
は
、
分
別
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。 

① 

・
分
別 

・
し
げ
ん
物 

・
ご
み
置
き
場 

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

⑫ 

・
エ
コ
バ
ッ
グ 

ご
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
ま
り
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。 

② 

・
し
ゅ
う
集 



□ 知識の構造図 地震からくらしを守る 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ       調べる                     いかす 

地域の関係諸機関や人々は自然災害に対し，さまざまな協力をして

対処してきた。また，今後想定される災害に対し，さまざまな備え

をしている。 

⑧ 

家
庭
で
は
、
地
震
に
備
え
て
避
難
用
の
リ
ュ
ッ
ク
や
転
倒
防
止
な
ど
の
準
備
を
し
た

り
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
や
避
難
場
所
を
確
認
し
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル 

・
転
と
う
防
止 

・
ひ
な
ん
用
の
リ
ュ
ッ

ク 

学
校
や
通
学
路
で
は
、
地
震
に
備
え
て
避
難
訓
練
を
し
た
り
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し

た
り
、
広
域
避
難
地
域
を
定
め
た
り
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

④ 

・
防
災
倉
庫 

・
ひ
な
ん
訓
練 

浜
松
市
に
は
、
自
主
防
災
隊
と
い
う
災
害
時
に
住
民
同
士
が
助
け
合
っ
て
地
域
を
守

る
組
織
が
あ
る
。
市
で
は
、
こ
の
組
織
と
協
力
し
て
地
域
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 

・
自
主
防
災
組
織 

・
市
と
住
民
の
協
力 

浜
松
市
で
は
、
大
地
震
が
起
き
た
と
き
に
備
え
て
、
地
域
の
人
々
も
参
加
し
て
避
難

行
動
計
画
を
立
て
、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

⑥ 

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

・
ひ
な
ん
行
動
計
画 

静
岡
県
や
浜
松
市
で
は
、
過
去
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
近
年
に
も
大
地

震
の
発
生
す
る
確
率
が
き
わ
め
て
高
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
対
策
や
協
力
は

欠
か
せ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

・
対
さ
く 

・
災
害
に
よ
る
ひ
が
い 

・
伊
豆
半
島
沖
地
震 

大
地
震
が
起
き
る
と
、
建
物
の
倒
壊
、
津
波
な
ど
に
よ
っ
て
家
屋
・
道
路
等
に
多
く

の
被
害
が
出
る
た
め
、
学
校
は
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。 

② 

・
く
ら
し
へ
の
影
響 

・
ひ
な
ん
所 

・
そ
な
え
と
協
力 

浜
松
市
で
は
、
大
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
に
備
え
て
、
防
潮
堤
を
築
い
た
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
、
避
難
場
所
と
津
波
避
難
ビ
ル
の
指

定
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
県
や
国
と
も
す
ぐ
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

⑤ 

・
防
災
計
画 

・
津
波
ひ
な
ん
ビ
ル 

・
大
き
な
災
害
時
の
連

け
い 

大
地
震
発
生
後
、
避
難
所
と
な
る
学
校
で
は
、
地
域
の
人
々
や
市
役
所
の
担
当
者
と

協
力
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
定
し
て
決
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
る
こ
と
、
市
役
所
の
力
を

借
り
る
こ
と
な
ど
、
役
割
分
担
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

⑨ 

・
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と 

・
共
助 

・
ひ
な
ん
所
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン 



□ 知識の構造図 残したいもの 伝えたいもの 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ     調べる                    いかす 

県
内
の
各
地
域
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
財
や
年
中
行
事
が
あ
る
。 

 

① 

地
域
に
古
く
か
ら
残
る
文
化
財
や
祭
り
・
芸
能
に
は
、
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
保
存
・
継
承
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 

県内の文化財や年中行事は，地域の人々が受け継いできたも

のであり，それらには地域の発展など人々のさまざまな願い

が込められている。 

⑧ 

・
古
く
か
ら
残
る
建
物 

・
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸

の
う 

・
昔
か
ら
続
く
祭
り 

地
域
に
は
、
古
く
か
ら
残
る
建
物
等
の
文
化
財
が
あ
り
、
働
く
人
々
や
地
域
の
人
々

が
そ
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

②
③ 

・
文
化
ざ
い 

・
道
後
温
泉
本
館 

・
受
け
つ
ぐ 

・
伊
予
万
歳 

地
域
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
が
あ
り
、
歴
史
的
経
過
に
よ
り
変
化
し
つ

つ
、
地
域
の
人
々
の
誇
り
を
支
え
て
き
た
。 

④
⑤ 

・
き
ょ
う
土
芸
の
う 

・
八
ツ
鹿
お
ど
り 

地
域
に
は
、
人
々
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
祭
り
な
ど
の
年
中
行
事
が
あ
り
、
地
域
の

人
々
の
思
い
や
願
い
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
々
の
努
力
が
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
⑦ 

・
祭
り 

・
太
鼓
祭
り 



□ 知識の構造図 谷に囲まれた台地に水を引く 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ   調べる                

さまざまな苦心や工夫を重ねて用水を開発した先人の働きに

より，人々の生活の向上への願いが実現し，地域が発展してき

た。 

⑪⑫ 

熊
本
県
の
白
糸
台
地
に
は
、
布
田
保
之
助
を
中
心
に
石
を
組
ん
で
つ
く
っ
た
通
潤
橋

と
い
う
橋
が
あ
る
。 

① 

・
通
潤
橋 

・
布
田
保
之
助 

・
熊
本
県
山
都
町 

・
白
糸
台
地 

白
糸
台
地
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
、
深
い
谷
に
囲
ま
れ
た
地
形
の
特
徴
か
ら
、
水
不

足
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
た
。
水
の
安
定
確
保
が
願
い
で
あ
っ
た
。 

② 

・
台
地 

・
水
不
足 

・
深
い
谷 

山
都
町
や
熊
本
県
の
人
々
は
、
清
掃
活
動
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、
昔
の
方
法

で
修
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
通
潤
橋
を
未
来
に
残
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。 

⑩ 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
熊
本
地
震 

・
通
潤
橋
の
価
値 

布
田
保
之
助
と
石
工
た
ち
は
、
丈
夫
な
橋
に
す
る
た
め
、
つ
く
り
方
を
工
夫
し
た
り
、

熊
本
城
の
石
垣
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
り
し
た
。 

⑧ 

・
石
工 

・
橋
本
勘
五
郎 

・

 
布
田
保
之
助
は
、
土
地
の
高
い
白
糸
台
地
に
水
を
送
る
た
め
に
、
水
が
落
ち
る
力
を

利
用
す
る
と
共
に
、
石
で
つ
く
っ
た
管
で
水
を
送
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
。 

⑤
⑥ 

・
等
高
線 

・
石
で
つ
く
っ
た
管 

・
水
が
落
ち
る
力 

・
水
が
ふ
き
上
が
る
し

く
み 

布
田
保
之
助
は
、
笹
原
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
、
白
糸
台
地
側
に
水
を
送
ろ
う
と
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
④ 

・
用
水 

・
笹
原
川 

布
田
保
之
助
は
、
橋
を
丈
夫
な
ア
ー
チ
型
の
石
橋
に
す
る
と
と
も
に
、
水
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
石
の
管
を
特
別
な
漆
喰
で
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た 

。 
 
 

⑦  

・
石
の
管 

・
し
っ
く
い 

通
潤
橋
と
用
水
路
の
建
設
に
よ
っ
て
、
白
糸
台
地
に
は
水
田
が
広
が
り
、
人
々
の
生

活
は
向
上
し
た
。 

⑨ 

・
水
田 

・
飲
み
水 

・
ヘ
ク
タ
ー
ル 



□ 知識の構造図 すずりをつくるまち・石巻市雄勝町 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                      

石巻市雄勝町は，伝統的な技術を生かしたすずりづくりがさ

かんで，人々がその伝統や技術を大切に守り，またそのよさを

生かしたまちづくりに取り組んでいる。 

⑦ 

石
巻
市
雄
勝
町
で
は
、
雄
勝
石
を
使
っ
た
す
ず
り
づ
く
り
が
６
０
０
年
以
上
前
か
ら

続
い
て
い
る
。 

① 

・
伝
統
的
な
産
業 

・
雄
勝
す
ず
り 

雄
勝
町
は
、
す
ず
り
の
原
料
と
な
る
雄
勝
石
が
手
に
入
り
や
す
く
、
受
け
継
が
れ
た

伝
統
的
な
技
術
を
生
か
し
た
分
業
に
よ
る
す
ず
り
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

②
③ 

・
原
料 

・
工
程 

・
分
業 

雄
勝
町
で
は
、
新
し
い
伝
統
産
業
会
館
を
建
て
た
り
、
「
マ
イ
す
ず
り
づ
く
り
」
を

開
い
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
雄
勝
す
ず
り
を
残
し
、
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

・
体
験
会 

・
復
興 

・
伝
統
産
業
会
館 

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
地
域
も
雄
勝
す
ず
り
づ
く
り
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た

が
、
人
々
が
協
力
、
努
力
し
て
、
伝
統
的
な
雄
勝
す
ず
り
を
守
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
⑤ 

・
伝
統
的
な
ぎ
じ
ゅ
つ 

・
東
日
本
大
震
災 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 



□ 知識の構造図 国際交流に取り組むまち・仙台市 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ      調べる                      

仙台市は，市・団体・地域が協力して，多文化共生のまちづく

りに取り組んでいる。 

⑦ 

共
に
く
ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
住
民
同
士
も
交
流
活
動
を
行
っ
て
い

る
。 

⑥ 

・
共
に
く
ら
す 

・
防
災
訓
練 

仙
台
市
で
は
、
年
々
外
国
人
住
民
が
増
え
て
き
て
、
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

① 

・
外
国
人
住
民 

・
せ
ん
だ
い
地
球
フ
ェ

ス
タ 

・
交
流 

仙
台
市
で
は
、
国
際
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

②
③ 

・
国
際
交
流 

・
国
際
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市 

・
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン 

S
e
n
T
I
A

で
は
、
外
国
人
支
援
だ
け
で
な
く
、
留
学
生
交
流
委
員
に
よ
る
共
生
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

④
⑤ 

・
留
学
生 

・SenTIA 

・
留
学
生
交
流
委
員 

・
共
生 



□ 知識の構造図 美しい景観を生かすまち・松島町 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                    いかす 

松
島
町
は
、
昔
か
ら
美
し
い
景
観
を
楽
し
む
観
光
客
が
多
く
訪
れ
た
が
、
震
災
後
、

観
光
客
が
減
っ
て
い
る
。 

① 

自
分
た
ち
の
県
に
は
、
伝
統
的
な
産
業
や
国
際
交
流
の
取
り
組
み
、
自
然
景
観
（
古

い
ま
ち
な
み
）
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
特
色
あ
る
地
域
が
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❶ 

松島町は，日本三景の一つでもある美しい景観を守り，松島湾

を生かしたまちづくりに取り組んでいる。 

⑦ 

松
島
町
で
は
、
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
に
条
例
を
つ
く
っ
た
り
、
松
や
湾
の
手
入

れ
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

②
③ 

・
日
本
三
景 

・
景
観
条
例 

・
都
市
景
観
大
賞 

・
特
色
あ
る
地
い
き 

・
自
分
た
ち
の
ま
ち 

松
島
町
で
は
、
新
し
い
取
り
組
み
や
国
際
交
流
員
に
よ
る
活
動
な
ど
を
行
い
、
美
し

い
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
外
国
に
も
発
信
し
て
い
る
。 

④
⑤ 

・
自
然
か
ん
き
ょ
う
を 

 

生
か
す 

・
国
際
交
流
員 

松
島
町
で
は
、
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
松
島
子
ど
も
英

語
ガ
イ
ド
」
や
松
島
高
校
に
観
光
科
を
新
設
す
る
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

⑥ 

・
松
島
子
ど
も
英
語
ガ 

 

イ
ド 

・
観
光
科 

・
景
観 

・
東
日
本
大
震
災 

・
観
光
地 



□ 知識の構造図 古いまちなみを生かすまち・登米市登米町 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                    いかす 

 

登
米
市
登
米
町
に
は
、
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」
と
呼
ば
れ
る
明
治
か
ら
残
る
建
物
や

文
化
財
、
ま
ち
な
み
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

① 

自
分
た
ち
の
県
に
は
、
伝
統
的
な
産
業
や
国
際
交
流
の
取
り
組
み
、
自
然
景
観
（
古

い
ま
ち
な
み
）
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
特
色
あ
る
地
域
が
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❶ 

登米市登米町では，「みやぎの明治村」とよばれる伝統的な文

化財やまちなみを守り，それらを生かしたまちづくりに取り

組んでいる。 

⑦ 

登
米
町
で
は
、
明
治
か
ら
残
る
重
要
な
文
化
財
や
ま
ち
な
み
を
大
切
に
保
存
し
て
い

る
。 

②
③ 

・
守
り
伝
え
る 

・
重
要
文
化
ざ
い 

・
特
色
あ
る
地
い
き 

・
自
分
た
ち
の
ま
ち 

・
景
観 

・「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」 

・
古
い
ま
ち
な
み 

登
米
町
で
は
、
古
く
か
ら
の
文
化
を
大
切
に
受
け
つ
ぎ
、
協
力
し
て
、
古
い
ま
ち
な

み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。 

④
⑤ 

・
観
光
ガ
イ
ド 

・
昔
の
給
食
体
験 

・
森
舞
台 

・
登
米
秋
祭
り 

登
米
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
文
化
財
や
景
観
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
な
み

や
文
化
財
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
た
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
り
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑥ 

・
卒
業
制
作 

・
校
舎
の
清
掃
活
動 

・
Ｐ
Ｒ
動
画 

・
多
言
語
ガ
イ
ド
ペ
ン 


